
事務事業数

105

政策体系
(中項目)

農林水産業の持続的な成長
政策体系
コード

知事公約、創生総合戦略、強靱化計画、Society5.0推進計画、地球温暖化対策推進計画

施策名 農業生産の振興
施策
コード

0606

施策目標
　本道が食料供給地域としての役割を果たすよう、需要に応じた農畜産物の生産拡大と新たな需
要の創出、防疫対策の推進、スマート農業の推進、生産資材の安定供給、計画的な土地利用など
を進めていく。

現状と
課題

Ｒ２
予算額
（千円）

農政部令和４年度　基本評価調書① 所管部局

2(1)A

所管課 農政課、食品政策課、農産振興課、畜産振興課、技術
普及課、農地調整課、競馬事業室

総合判定SDGs

関連重点
戦略計画等

Ｒ４ 67,241,960 Ｒ３ 15,485,183 22,235,911

順調

前年度
二次評価
意見

対応状況
(R4.3時点)

実績と成果

　本道が我が国有数の食料供給地域として果たす役割はより重要なものとなっているが、農家戸
数の減少や国際化の進展など農業経営の環境は厳しいことから、農業の安定生産や生産性の向上
などの取組が必要。

主な取組

　ブランド力強化や道産農産物利用拡大の推進、繁
殖雌牛群の造成や生産技術の向上などに対する支
援、家畜衛生対策の推進、スマート農業に関する情
報の共有・発信及び人材育成の推進、農業生産資材
安全使用等の推進、市町村の地籍調査に係る事業へ
の助成、道営競馬の運営

今年度の取組

　農家戸数の減少や国際化の進展などに加え、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による需要
減や原油・肥料・飼料価格の高騰で農業経営の環境は厳しいことから、国に対し、施設整備支援
に必要な予算の確保、道産農産物の需要拡大、原油・飼料・肥料価格の高騰による影響への支援
などを要望。

･北海道米食率向上戦略会議の構成団体等
で北海道米プロモーションを展開。道内食
率は米穀年度でR1:86％、R2:88％、
R3:89％
･和牛改良組合等が行うトップエリート牛
群づくりの取組への支援、市町村自衛防疫
組合等への指導、家畜衛生に係る検討会等
を開催。
･生産現場へのスマート農業技術の導入と
全道への普及拡大を図るため実証事業を実
施(R2:10件、R3:8件)。
･生産資材の適正な流通及び使用を確保す
るための関係者への研修。
･市町村が行う所有者や地番等の調査、地
積に関する測量と、地籍図及び地積簿の作
成に対して助成。
･道営競馬について、インターネット広報
の充実による情報発信の強化。

緊急性
優先性

連携状況

･北海道米消費拡大に向けて、農業関係団体や包括連携協定を締結している企業(6社)とも連携
し、プロモーションを実施
･道、岩見沢市、更別村の3者が共同し、内閣府の｢近未来技術等社会実装事業｣を活用してロボッ
ト農機の無人走行システム等の社会実装に向けた取組を推進。総務省、農林水産省、北大、NTT
グループなどとも連携し5G技術を活用した複数台の無人トラクター遠隔監視実証試験などを実
施。



<成果指標の達成状況>　⇒３つ以外の指標は、補助指標調書に記載
増加 ％ H29年度 H30年度 R元年度 最終目標(Ｒ７） 達成率 指標判定

目標値 217 222 202 238
実績値 206 196 216

増加 ％ R元年度 R2年度 R3年度 最終目標(R12) 達成率 指標判定
目標値 65 65 65 65
実績値 62 62 62

維持 円 Ｒ元年度 R2年度 R3年度 最終目標(Ｒ7） 達成率 指標判定
目標値 黒字 黒字 黒字 黒字
実績値 15.1億円 31.1億円 35.9億円

【総合判定】

対応方針番号

指標名①

A

北海道総合計画に基づき、安全・安心で良質な農産物の安定的な供給によって国民全体の食を持
続的に支え、我が国最大の食料供給地域としての役割を果たしている姿を示す指標として設定。
北海道総合計画の令和３年度の改訂で目標値を見直し。

95.4%

北海道強靱化計画に基づき、計画的な土地利用に向けた取組の進捗状況を測る指標とし
て設定。

指標名②

指標名③

地籍調査進捗率

　R元年度はおおむね天候に恵まれ、前年に比べて主要な農産物において収穫量が増加したことにより、前
年度対比20ポイント増となった。基本技術の徹底やICT技術の活用などによる生産性の向上や省力化、水田
のフル活用、耕畜連携、適正な輪作体系の維持・確立などを基本に、生産体制の強化に向けた取組を推進
した。

B

設定理由

競馬事業の収支

分析（主な取組と成果）

　第7次国土調査事業十箇年計画に基づく地籍調査対象面積4万6,016㎢のうち、R3年度は22市町村が27.2㎢
の調査を実施し、R3年度末までに2万8,496㎢の調査が完了。地籍調査事業の適正かつ円滑な実施に向け、
市町村対象の地籍調査事業説明会を開催し、制度等の説明や測量実習等を実施。各市町村農業委員会及び
農業委員会ネットワーク機構(北海道農業会議)と緊密な連絡調整を行い、国の助成事業の改正内容等の周
知等を実施。

100.0%

○

翌年度に
向けた
対応方針

内容

①

　農家戸数の減少や国際化の進展などに加え、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による
需要減や原油・肥料・飼料価格の高騰で農業経営環境が厳しい中にあって、引き続き本道が
食料供給地域としての役割を果たすよう、基本技術の徹底や生産性の向上・省力化、新たな
品種や栽培技術の普及など、各品目の生産体制の強化に向けた取組を推進。特に厳しい状
況にある酪農については、経営体質強化につながる取組を推進していく。

②

③

○ A 総合判定 順調連携状況

　準重賞競走の新設など強い馬づくりと魅力ある番組づくりに努めるとともに、コロナ禍で在宅時間が増
加しインターネット発売が拡大したことから、ウェブサイトでの情報発信を強化したことなどにより、発
売額の増加につながったと考えられる。

設定理由 競馬事業の持続的な発展と馬産地の活性化に資する事業を展開する観点から指標として設定

分析（主な取組と成果）

0606

A食料自給率(カロリーベース) 106.9%

設定理由

分析（主な取組と成果）

令和４年度　基本評価調書② 施策名 農業生産の振興
施策
コード

緊急性
優先性

指標判定



<二次政策評価>

対応方針番号

①

②

方向性
関連する事務事業
（新規・拡充）

・農業経営環境が厳しい中にあっても、引き続き本道が食料供
給地域としての役割を果たすよう、各品目の生産性の向上・省
力化、新たな品種や栽培技術の普及、基本技術の徹底など生産
体制の強化に向けた取組を推進し、中でも輸入に大きく依存し
ている小麦や大豆の増産を支援していく。また、特に厳しい状
況にある酪農については、草地の植生改善による飼料生産の強
化や乳牛の改良を進め、乳量の増加や飼料効率を改善し生産性
の向上を図るなど、経営体質の強化に向けた取組を推進してい
く。

新規：経営体質強化
に向けた牛群改良加
速化事業

Ｒ５
施策の
方向性

令和４年度　基本評価調書③

R5新規事
業数

1

③

施策名

二次政策
評価への
対応

R4年度
二次政策
評価

農業生産の振興
施策
コード

0606



【成果指標の達成状況】
維持 億円 Ｈ30年度 Ｒ元年度 R2年度 最終目標(Ｒ６） 達成率 指標判定

目標値 11,675 11,675 11,675 11,675以上

実績値 12,593 12,558 12,667

R2年度 R3年度 R4年度 最終目標() 達成率 指標判定
目標値
実績値

R2年度 R3年度 R4年度 最終目標() 達成率 指標判定
目標値
実績値

R2年度 R3年度 R4年度 最終目標() 達成率 指標判定
目標値
実績値

設定理由

分析（主な取組と成果）

設定理由

- -

補助指標名④

補助指標名②

分析（主な取組と成果）

令和2年は新型コロナウイルス感染症の影響により家庭内需要の増加もあり、馬鈴しょや野菜、豚肉にお
いて価格が上昇し全体では前年に比べ109億円の増となった。基本技術の徹底やICT技術の活用などによる
生産性の向上や省力化、水田のフル活用、耕畜連携、適正な輪作体系の維持・確立などを基本に、生産体
制の強化に向けた取組を推進した。

農業産出額（暦年） 108.5%

設定理由

分析（主な取組と成果）

全道で生産される米麦等の耕種及び生乳や肉用牛等の畜産による産出額。北海道創生総合戦略
に基づき、需要に応じた農畜産物の安定供給に向けた取組の進捗状況を測る指標として設定。

A

-

設定理由

-

0606

分析（主な取組と成果）

- -

補助指標名③

補助指標名①

令和４年度　補助指標調書① 施策名 農業生産の振興
施策
コード



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

０１１９ 一般
ＥＰＡ交渉・ＷＴＯ農業交渉
等バックアップ事業費

農政課 347 347 2.6 0.0 2.6 20,585

０１２０ 一般
北海道農業・農村確立連絡
会議等

農政課 146 146 1.3 0.0 1.3 10,265

０１２１ 一般
第6期農業・農村振興推進計
画検討策定費

農政課 1.3 0.0 1.3 10,119

０３１８ 一般 道産小麦需要拡大促進事業 食政課 2,434 2,434 0.5 0.5 1.0 10,218

０６０５ 一般
東京2020オリンピック食と花
のおもてなし事業費

食政課 0.0 0

０４０１ 一般 米流通対策指導事業費 農産振興課 735 735 1.0 0.8 1.8 14,746

０４０２ 一般
水田農業元気づくり推進事
業費[団体補助金]

農産振興課 902 902 2.0 0.0 2.0 16,470

０４０３ 一般
米どころ・酒どころ振興事業
費

農産振興課 14,541 9,664 1.0 0.0 1.0 22,325

０４０４ 一般
農産物検査指導監督等推進
費

農産振興課 1,627 1,627 2.2 0.0 2.2 18,752

０４０５ 一般 原種等生産事業費 農産振興課 159,630 63,621 1.2 2.2 3.4 186,096

０４０６ 一般
原種等生産事業費［団体補
助金］

農産振興課 519 519 0.1 0.0 0.1 1,297

０４０７ 一般 農産物供給体制確立事業費 農産振興課 771 771 2.1 3.0 5.1 40,469

０４０８ 一般
産地生産基盤パワーアップ
事業費

農産振興課 4,811,771 386 1.5 1.0 2.5 4,831,231

０４０９ 一般
豆類安定生産推進対策事業
費

農産振興課 5,882 0 0.8 1.2 2.0 21,450

０４１０ 一般 畑作物生産改善対策費 農産振興課 71 0 0.2 0.1 0.3 2,406

０４１１ 一般
輪作体系維持・確立対策事
業費

農産振興課 721 721 1.4 0.8 2.2 17,846

一般 畑作構造転換事業費 農産振興課 0.0 0

・馬鈴しょ採種事業の健全な発展及び道内の馬鈴しょ栽培の安定を図るため、
種馬鈴しょ生産者及び集荷販売業者の登録など、北海道種馬鈴しょ生産販売
取締条例で定める事務を実施

・基幹的な輪作作物であるてん菜と馬鈴しょの作付面積が減少し輪作体系の崩
れがみられることから、本道畑作農業における輪作体系の維持・確立を図るた
め、当該作付の安定化を推進

・てん菜、ばれいしょ等について、畑作営農の大規模化に対応するため、省力
化作業体系の導入や生産性向上技術の導入、種ばれいしょの生産性向上等の

取組を支援

・第4次一括法により都道府県知事が行うこととされた、農産物検査法に規定す
る農林水産大臣の権限に属する事務の一部を適切かつ円滑に執行し、農産物
検査の適正かつ確実な実施を確保

・北海道主要農作物等の種子の生産に関する条例に基づき、本道の基幹的作
物である主要農作物等の生産性及び品質の向上を図るため、優良種子の生産
安定及び安定供給を実施

・そばの原種ほ等の設置経費に対して補助

・道産農産物の競争力強化を図るため、産地における安全で安心な農産物の
安定的な生産供給体制の確立を推進

・農業の国際競争力の強化を図るため、地域の営農戦略として定めた産地パ
ワーアップ計画に基づき、地域が一丸となった産地の高収益化に向けた取組を

総合的に支援

・道産豆類の品質を重視した生産技術の確立・推進、計画生産を推進

・北海道農業・農村振興条例に基づき、第6期北海道農業・農村振興推進計画
を推進

・北海道の小麦で初めてとなる菓子用品種「北見９５号」の普及促進により、小
麦商品の原料を道外・海外産小麦から安全・安心で良質な道産小麦への置き
換えを図り、道産小麦の需要を拡大

・東京2020オリンピック競技大会の札幌開催において、国内外に北海道の食と
花の素晴らしさを発信するため、道内の企業や各市町村・団体等と連携して、
来道する多くのメディアや海外観光客、道外観光客に「新北海道スタイル」で安
全・安心に食と花でおもてなしをする。

・｢米トレーサビリティ法｣及び｢食糧法｣に基づき、米穀等の取引などに係る情報
の記録及び産地情報の伝達並びに米穀出荷・販売事業者が遵守すべき事項の
履行の適正化を図るため、米穀取扱業者等への立入検査や事業者への指導、
普及啓発等を実施

・地域水田農業の産地確立に向け、加工用米・備蓄米等の低コスト・安定生産
や転作麦の生産性向上などの技術研修会の開催・情報提供を支援（補助事業）

・道産日本酒の輸出拡大に向けて、北海道らしい日本酒を造るための酒米の生
産振興や、道産日本酒のブランド力強化に向けた取組を総合的に推進

一次政策評価

二次政策評価意見
次年度
方向性

二次評価意見への対応状況

・ＥＰＡ交渉・ＷＴＯ交渉に関する道民・国民の合意形成や理解の浸透を図るた
め、交渉に関する啓発活動の実施

・連絡会議の開催及び国等に対する提案活動の実施

令和４年度 令和４年度 ACTION　結果への対応（令和５年度）

前年度から
の繰越事業
費（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト

（千円）

令和4年度　事務事業評価調書 農業生産の振興 0606

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名



うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

一次政策評価

二次政策評価意見
次年度
方向性

二次評価意見への対応状況

令和４年度 令和４年度 ACTION　結果への対応（令和５年度）

前年度から
の繰越事業
費（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト

（千円）

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名

０４１３ 一般
野菜価格安定資金造成事業
費補助金

農産振興課 11,624 0 1.3 0.0 1.3 21,743

【事務事業のコスト】
国に対し、地方負担が生じないよう、国負担
のみで実施可能な制度とするよう強く要望す
ること。

引き続き、国に対し、地方負担が生じないよ
う、国負担のみで実施可能な制度とするよう、
機会を捉えて国に要望していく。

０４１４ 一般
多様な野菜産地づくり促進
対策事業費

農産振興課 1,466 1,466 1.0 0.4 1.4 12,364

０４１５ 一般
水田農業高収益作物導入推
進事業費

農産振興課 12,500 0 0.2 0.1 0.3 14,835

０４１６ 一般
次世代施設園芸普及促進事
業費

農産振興課 18,154 0 0.5 0.3 0.8 24,381

一般
端境期等対策産地育成事業
費

農産振興課 0.0 0

一般
次世代国産花き産業確立推
進受託事業費

農産振興課 0.0 0

０４１９ 一般

道産果樹ブランド力強化総
合推進事業費（道推進事務
費）

農産振興課 445 445 0.4 0.1 0.5 4,337

０４２０ 一般
道産果樹ブランド力強化総
合推進事業費（補助金）

農産振興課 665 665 0.2 0.0 0.2 2,222

一般
ワイン用ぶどう生産拡大総
合推進事業費（創生交付金）

農産振興課 0.0 0

０４２２ 事務 課内総括事務 農産振興課 2.5 1.5 4.0 31,136

０４２３ 事務
農産物の生産振興対策に関
する事務

農産振興課 4.0 11.0 15.0 116,760

０４２４ 一般
ごはん食拡大・米産地づくり
推進事業費

農産振興課 3,733 3,733 2.4 1.0 3.4 30,199

０４２５ 一般
道産小麦需要拡大促進事業
費（生産拡大）

農産振興課 448 448 1.2 0.8 2.0 16,016

０４２６ 一般
水田麦・大豆産地生産向上
事業費

農産振興課 691,000 0 0.8 0.8 1.6 703,454

０４２７ 一般
園芸産地における事業継続
強化対策事業費

農産振興課 12,010 0 0.2 0.1 0.3 14,345

一般
東京２０２０オリンピック食と
花のおもてなし事業費

農産振興課 0.0 0

０７５６ 一般
強い農業づくり事業費
(0608から移動）

農産振興課 156,250 3,305,439 4,044 2.0 2.0 4.0 3,336,575

０４２９ 一般
水田作物需要創出・拡大整
備支援事業

農産振興課 40,000 0 0.3 0.8 1.1 48,562

・東京オリンピックの札幌開催において、国内外に北海道の花の素晴らしさを発
信するため展示やＰＲの実施

・職員の服務・研修、道議会事務、予算・決算等課内の庶務に関する事務全般
及び農産経営の企画調整に関する事務

・畑作物・米・園芸作物の生産振興及び流通等に関する事務

・人口減少等による米消費の減少が見込まれる中、北海道米の道内食率を維
持し、業務需要の掘り下げ等による更なる消費拡大運動を展開するとともに、
農家戸数が減少する中での生産力維持に向け、直播向け新品種の導入や省
力化技術等を推進

・北海道初、菓子用品種「北見９５号」の普及促進により、道産小麦への置き換
えを図るための生産対策や需要拡大対策を推進

・水田における、麦・大豆の生産性向上等に向け団地化・新技術の導入などの
取組に対しソフト・ハード両面から支援

・自然災害に強い園芸産地を形成するため、非常時の対応能力向上に向けた
事業維持計画（ＢＣＰ）の策定や実行に必要な整備・取組を支援

・土地利用型作物等の産地収益力の強化及び施設再編による産地合理化の促
進に必要な施設整備等を支援するとともに、事業実施前における助言・指導及
び実施後における事業評価等に基づく改善指導を実施

・本道水田農業の活性化に向け、産地と実需者が連携し、輸出等の需要に応じ
た加工品の生産体制の強化や国産原材料への切り替えのために必要となる取
組を支援

・生産性の高い高度な施設園芸の一大産地化を目指すため、次世代施設園芸
北海道拠点において得られた知見等を活用し、生産者への普及啓発活動等を
展開

・加工・業務用野菜への転換を推進する産地に対し、加工・業務用野菜の安定
生産に必要な作柄安定技術の導入を支援する事業に係る事務を受託

・北海道花き振興協議会が実施する事業の円滑な推進を図るため、一部取組
を同協議会から北海道が受託

・道産果樹のブランド力の向上、果樹振興を図るため、果樹の高品質安定生産
や消費拡大の対応に加え、省力・低コスト栽培技術の導入や機能性を有する小
果樹など新たなニーズ等への対応も推進

・道産果樹のブランド力の向上、果樹振興を図るため、果樹の高品質安定生産
や消費拡大の対応に加え、省力・低コスト栽培技術の導入や機能性を有する小
果樹など新たなニーズ等への対応も推進

・地理的表示制度（ＧＩ）の「北海道」指定を絶好の機会としてワイン産業の全体
の振興を図るため、ボトルネックとなっている苗木の確保対策などワイン用ぶど
うの確保に向け生産拡大を総合的に推進

・主要野菜の安定供給を図ることを目的とし、野菜価格が著しく低落した場合の
生産者に対する補給金交付のため、生産者、国、道の負担により資金造成を実
施

・北海道野菜に対する多様な消費者・実需者ニーズに対応するため、加工・業
務用野菜の生産拡大や、新規野菜・特産野菜の産地化推進、野菜の衛生管理
対策に取り組むことで、国内トップランナーである北海道野菜のブランド向上と

生産を確保

・実需者ニーズに対応した園芸作物の生産拡大を実現するため、水田地帯にお
ける新たな園芸産地の育成を図り、実需者等の関係者と連携して取り組む園芸
産地づくりを支援
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０４３０ 一般
持続的畑作生産体系確立緊
急対策事業

農産振興課 3,182,800 0 0.3 0.8 1.1 3,191,362

０４３１ 一般
ICT活用種馬鈴しょ生産実証
事業

農産振興課 17,530 0 0.2 0.1 0.3 19,865

０４３２ 一般 道産新顔作物振興事業費 農産振興課 9,570 0 0.2 0.1 0.3 11,905

０４３３ 一般
大規模契約栽培産地育成強
化事業費

農産振興課 770 0 0.6 0.1 0.7 6,219

０４３４ 一般
ジャパンフラワー強化プロ
ジェクト推進受託事業費

農産振興課 250 0 0.6 0.1 0.7 5,699

０４３５ 一般
ワイン用ぶどう生産力向上
推進事業費（創生交付金）

・地理的表示制度（ＧⅠ）の「北海道」指定などにより需要拡大が
見込まれるワイン用ぶどうについて、関係機関と連携しせん定技
術の講習会を実施、単収増加による生産力向上を推進

農産振興課 1,985 1,096 0.6 0.0 0.6 6,655

０５０１ 一般
畜産振興総合対策推進指導
事業費

畜産振興
課

0 124 124 0.3 0.0 0.3 2,459

０５０２ 一般 牛群検定高度化推進事業費
畜産振興
課

0 43,056 43,056 0.6 0.1 0.7 48,505 ①
改善（取組

分析）
拡充

０５０３ 一般 飼料対策事業費
畜産振興
課

0 376 376 0.7 2.4 3.1 24,506

０５０４ 一般
生乳乳製品流通対策推進指
導事業費

畜産振興
課

0 783 783 0.6 0.0 0.6 5,453

０５０５ 一般
畜産環境保全推進対策事業
費

畜産振興
課

0 157 157 1.0 4.6 5.6 43,747

０５０６ 一般
監視・危機管理体制整備対
策事業費

畜産振興
課

0 1,192 597 0.4 9.8 10.2 80,589

０５０７ 一般
地域衛生管理体制整備事業
費補助金

畜産振興
課

0 36,514 0 0.2 0.1 0.3 38,849

一般

持続可能な酪農の就農サ
ポート環境構築事業費（創
生交付金）

畜産振興
課

0.0 0

０５０９ 一般 農場リース円滑化事業費
畜産振興
課

0 564 564 0.5 0.0 0.5 4,456 ①
再構築に向

け縮小
縮小

０５１０ 一般 養蜂指導費
畜産振興
課

0 2,092 0 0.9 0.3 1.2 11,433

０５１１ 一般 酪農畜産行政推進費
畜産振興
課

0 23,881 0 0.0 0.0 0.0 23,881

０５１２ 義務費 家畜伝染病予防費［義務］
畜産振興
課

0 828,727 49,271 2.0 58.3 60.3 1,298,102・伝染病予防のための病性鑑定業務

・家畜の混合感染症等による損耗に対する原因究明・衛生指導による生産性
向上対策
・家畜伝染病まん延防止のための防疫演習及び家畜衛生関連情報の収集・共
有

・家畜伝染性疾病の発生予防やまん延防止のための地域衛生管理体制整備
に対する補助金

・酪農の就農初期の新たな環境での不安解消や技術支援など地域でのサポー
ト体制構築に向けた取り組みに支援

・補助整備事業の補助残に公社の内部資金を充当する際の運用金利相当分を
助成

・蜜蜂の適正な入地調整を行い、蜂蜜及び蜜ろうの増産等を推進

・酪農・畜産の振興・安定的発展のための諸事務に要する経費
　　地全協関係申請事務、酪肉近計画推進指導事務に関する事務、畜産業振
興事業、加工原料乳数量認定、生乳数量の確認、乳業工場立入検査、軽種馬
資金事務、リース事業現地指導、家畜商講習会、家畜商、家畜市場に関する事
務、家畜人工授精師、授精所、種畜検査に関する事務

・生産加工技術講習会の開催や、鶏卵・肉鶏生産出荷調整の指導助言

・牛群検定事業・後代検定事業の補助金交付事務及び事業推進・指導事務

・飼料製造販売者や畜産農家等に対する立入検査・指導事務

・生乳生産に係る生産者団体と乳業者との意見調整や生乳の計画生産と適切
な生乳取引に係る取組に対して助成

・家畜排せつ物の適正管理と有効利用の指導助言

・畑作産地において、病害虫の発生リスクの低減や需要のある作物への転換、
労働力不足等の課題に対応するため、病害抑制と需要に応じた生産拡大の両
立、労働負担軽減、環境に配慮した生産体系の確立、種馬鈴しょの安定供給の
取組を支援

・労働負担の増大などにより作付面積が減少傾向にある種馬鈴しょにおいて、
病株抜き取り作業の負担軽減を図るため、ＩＣＴを活用した生産技術の実証試験
を実施

・近年、道内で栽培が拡大し、今後新たな戦略作物の可能性のある北海道の
「新顔作物」の生産振興を図るため、産地の取組にスポットライトを当て、需要
拡大と取組産   地の拡大を一体的に推進

・実需者からの国産野菜の安定調達ニーズに対応するため、加工・業務用・輸
出向けの契約栽培に必要な生産・流通体系の構築、作柄安定技術、輸出先国
のニーズに対応した生産技術の導入等を支援する事業（北海道農産基金協
会）に係る事務を受託

・北海道花き振興協議会が実施する事業の円滑な推進を図るため、一部取組
を同協議会から北海道が受託
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０５１３ 一般 家畜衛生指導推進費
畜産振興
課

0 2,804 0 0.8 9.5 10.3 82,979

０５１４ 義務費 家畜衛生指導推進費［義務］
畜産振興
課

0 6,388 6,388 0.1 1.5 1.6 18,842

０５１５ 一般 牛海綿状脳症病性鑑定費
畜産振興
課

0 217,121 38,286 0.8 17.6 18.4 360,347

０５１６ 一般 運営費(家畜保健衛生所)
畜産振興
課

0 66,896 0 0.4 8.4 8.8 135,395

０５１７ 一般
施設設備整備費(家畜保健
衛生所)

畜産振興
課

0 13,336 10,436 0.3 5.8 6.1 60,818

０５１８ 維持費
家畜保健衛生所維持運営費
［維持］

畜産振興
課

0 46,927 11,049 0.4 8.3 8.7 114,648

０５１９ 維持費
家畜保健衛生所維持運営費
［維持］

畜産振興
課

0 4,710 4,710 0.2 4.2 4.4 38,960

０５２０ 義務費

ボイラー検査費（家畜保健
衛生所）
［義務］

畜産振興
課

0 10 10 0.0 0.0 0.0 10

０５２１ 事務 畜産振興課総合調整等業務
畜産振興
課

0 0 0 2.5 0.0 2.5 19,460

０５２２ 事務 酪農振興に関する事務
畜産振興
課

0 0 0 1.9 2.6 4.5 35,028

０５２３ 事務
肉牛及び中小家畜に関する
事務

畜産振興
課

0 0 0 2.1 3.9 6.0 46,704

０５２４ 事務
家畜ふん尿、飼料及び馬に
関する事務

畜産振興
課

0 0 0 1.3 6.5 7.8 60,715

０５２５ 事務 家畜衛生に関する事務
畜産振興
課

0 2,804 0 1.1 17.0 18.1 143,694

０５２６ 一般 和牛繁殖基盤造成事業費
畜産振興
課

0 3,145 3,145 1.2 0.1 1.3 13,264

０５２７ 一般
和牛ブランド創出推進事業
費

畜産振興
課

0 900 900 1.2 0.1 1.3 11,019

０５２８ 一般
畜産・酪農収益力強化整備
等特別対策事業費

畜産振興
課

6,128,382 2,494,232 676 2.1 1.8 3.9 2,524,590

０５２９ 一般

国際貿易協定に対応した道
産牛肉生産強化・消費拡大
事業費

畜産振興
課

0 4,813 4,813 0.2 0.0 0.2 6,370

０５３０ 一般 めん羊生産振興事業費
畜産振興
課

0 1,980 1,980 0.3 0.0 0.3 4,315
・ニュージーランドの高度な使用管理技術を普及するとともに、種畜供給体制の
強化を推進

・家畜排せつ物法、飼料安全法、馬事振興等に関する事務

・家畜伝染病防疫、動物用医薬品の安全対策、獣医師法獣医療法等に関する
事務

・道産和牛の競争力強化とブランドの確立に向けて、トップエリート牛群の早期
造成を推進

・道産の和牛肉の競争力強化とブランドの確立に向けて、道内統一ブランドの
創出や北海道独自の特色ある種雄牛の作出に向けた取り組みを推進

・経営の効率化や収益性の向上による生産基盤の強化に必要な家畜飼養管理
施設の整備等の支援

・国内外から選ばれる道産牛肉づくりに向けて、生産技術の向上とともに知名
度やシェア拡大などの取組を実施することで、道産牛肉の生産・流通基盤を強
化

・家畜保健衛生所の維持・運営に要する経費（会計年度任用職員の雇用、光熱
水費等）

・家畜保健衛生所の維持・運営に要する経費（会計年度任用職員の雇用、光熱
水費等）

・ボイラー等検査に要する経費（義務費）

・職員の服務・研修、議会事務、予算・決算等課内の庶務に関する事務全般及
び畜産経営の企画調整に関する事務

・家畜個体識別システム、畜産物価格及び関連対策等に関する事務

・種畜・種鶏の譲渡申請等に関する事務

・家畜自衛防疫組織の育成強化や動物用医薬品等の適正な監督指導事務

・家畜伝染病予防法に基づく検査・注射手数料の徴収を行う市町村に対する事
務取扱委託費

・牛海綿状脳症（ＢＳＥ）に係る24ヶ月齢以上の死亡牛の全頭検査を実施

・家畜保健衛生所の運営、施設維持等に関する事務

・家畜保健衛生所の施設整備等に関する事務



うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

一次政策評価

二次政策評価意見
次年度
方向性

二次評価意見への対応状況

令和４年度 令和４年度 ACTION　結果への対応（令和５年度）

前年度から
の繰越事業
費（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト

（千円）

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名

０５３１ 一般 酪農経営体質強化事業
畜産振興
課

0 3,293 3,293 2.0 1.4 3.4 29,759

０５３２ 一般
持続可能な酪農の就農サ
ポート環境構築事業費

畜産振興
課

0 1,000 0 0.5 0.0 0.5 4,892

０６０１ 一般
協同農業普及事業推進指導
費

技術普及
課

29,100 25,188 4.8 5.0 9.8 105,383

０６０２ 維持費 専門技術普及指導費［維持］
技術普及
課

10,361 8,263 0.5 0.0 0.5 14,253

０６０３ 維持費
農業情報システム推進事業
費［維持］

技術普及
課

14,013 11,784 0.0 0.7 0.7 19,368

０６０４ 義務費
研究連携課題解決支援事業
費［義務］

技術普及
課

7,670 345 0.0 0.8 0.8 13,796

０６０５ 一般
農業改良普及センター管理
費

技術普及
課

33,798 33,798 0.3 1.7 2.0 49,148

０６０６ 維持費
農業改良普及センター維持
運営費

技術普及
課

35,899 17,095 0.1 1.4 1.5 47,396

０６０７ 維持費
農業改良普及センター車両
維持費

技術普及
課

84,892 48,931 0.1 1.9 2.0 100,460

０６０８ 一般
スマート農業総合推進事業
費

技術普及
課

1,001,792 6,515 0.9 0.1 1.0 1,009,560

０６０９ 一般 植物防疫推進事業費
技術普及
課

18,345 0 0.2 0.7 0.9 25,257

０６１０ 一般 病害虫防除所運営費
技術普及
課

2,432 374 0.2 0.4 0.6 7,048

０６１１ 一般 病害虫防除対策事業費
技術普及
課

430 215 0.2 0.5 0.7 5,817

０６１２ 維持費 病害虫防除所運営費［維持］
技術普及
課

1,294 648 0.2 0.4 0.6 5,910

０６１３ 一般
ジャガイモシロシストセン
チュウ緊急防除対策事業費

技術普及
課

978,935 0 4.5 1.1 5.6 1,022,385

０６１４ 一般
農業生産資材安全使用等総
合推進事業費

技術普及
課

3,653 844 1.4 1.9 3.3 29,091

０６１５ 一般
ヘプタクロル残留対策事業
費補助金

技術普及
課

9,159 0 0.3 0.4 0.7 14,553

０６１６ 事務
協同農業普及事業に関わる
内部調整事務

技術普及
課

2.8 2.9 5.7 44,369・普及活動に係る庁内、試験研究機関・農業団体等との調整事務

・病害虫防除所の円滑で適正な運営のための事業を実施

・移動規制病害虫の再発防止を継続的に監視を行う事業

・庁舎等の維持管理

・ジャガイモシロシストセンチュウの防除･まん延防止を図るための総合的な対
策を行う事務

・農薬・肥料の適正な流通及び使用の確保や農作業安全の啓発指導、農業機
械の効率的な利用

・農業団体によるヘプタクロルの残留分析に対する支援

・農業改良助長法に基づき、普及指導員が行う現地での普
及指導活動に必要な日額旅費を管理する事務

・高度で効率的かつ効果的な普及活動を展開するために必要な農業改良普及
センターの機材等整備を行う事務

・農業改良普及センターを運営するための事務（会計年度任用職員）

・農業改良普及センターの車両を維持・管理するための事務

・スマート農業の推進に関する事務（スマート農業推進事業費、スマート農業加
速化実証プロジェクト、スマート農畜産業導入支援事業、スマート畜産業導入支
援事業、ICT活用型草地管理普及促進事業費、ICT活用種馬鈴しょ生産実証事
業費）

・病害虫のまん延防止のため、病害虫の発生予察事業等を実施

飼料生産改善事例調査・普及による飼料生産の強化や、省力化機械等の導入
による労働負担軽減・生産性向上の効果分析、指標作成、酪農ヘルパー組合
の優良事例調査・普及等による経営体質の強化の取組を行う。

災害対策マニュアルの映像化により、自然災害に対する新規就農者の意識向
上を図るとともに、安心して酪農を続けられる環境を整備する。

・農業改良助長法に基づき、普及指導員が行う巡回指導、地域ニーズに対応し
た普及活動、普及指導員の調査研究活動、農作物の生育状況に応じた営農技
術対策の発信、試験研究機関と連携した地域支援、高度で幅広い技術や専門
的な知識を有する普及指導員を養成するための研修

・（地独）北海道立総合研究機構農業研究本部及び各農業試験場に駐在する
普及指導員の活動に必要な車両などの維持運営を行う事務

・農業改良普及センター等における、全国ネットワークの活用や電話やファック
ス等の通信料の管理に関する事務



うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

一次政策評価

二次政策評価意見
次年度
方向性

二次評価意見への対応状況

令和４年度 令和４年度 ACTION　結果への対応（令和５年度）

前年度から
の繰越事業
費（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト

（千円）

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名

０６１７ 事務
試験研究に関わる内部調整
事務

技術普及
課

1.3 1.8 3.1 24,130

０６１８ 事務 技術普及課総合調整等業務
技術普及
課

3.6 0.0 3.6 28,022

０６１９ 事務
農業環境対策に係る内部調
整事務

技術普及
課

0.3 0.0 0.3 2,335

０６２０ 事務 農業改良普及業務
技術普及
課

0.0 540.5 540.5 4,207,252

０６２１ 一般
農業改良普及センター車両
整備費

技術普及
課

10,818 10,818 0.1 0.0 0.1 11,596

０６２２
投資的経費

B 庁舎増改築費 ・農業改良普及センター増改築
技術普及
課

14,289 14,289 0.3 0.0 0.3 16,624

０８０１ 一般
農業委員会等活動促進助成
費

農地調整
課

1,204,122 0 0.9 7.2 8.1 1,267,172

０８０２ 一般 農地等権利調整指導費
農地調整
課

1,519 48 1.9 6.2 8.1 64,569

０８０３ 一般 機構集積支援事業費
農地調整
課

60,013 1.7 2.9 4.6 95,819

０８０４ 一般

農業委員会等活動促進助成
費
［団体補助金］

農地調整
課

36,298 20,017 1.0 0.0 1.0 44,082

０８０５ 一般 最適土地利用対策事業費
農地調整
課

23,768 1.0 0.5 1.5 35,444

０８０６ 一般 市町村地籍調査事業費
農地調整
課

60,939 372,594 124,518 5.0 0.0 5.0 411,514

０８０７ 一般
国有農地等管理処分事業事
務取扱費

農地調整
課

307,776 0 7.0 16.9 23.9 493,814

０８０８ 事務 農地調整課総合調整等業務
農地調整
課

0 0 2.5 5.3 7.8 60,715

０２０１ 一般 北海道地方競馬特別会計
競馬事業
室

0 46,860,679 0 7.0 0.0 7.0 46,915,167

０２０２ 一般 競馬事業室総合調整等事務
競馬事業
室

0 0 0 1.0 0.0 1.0 7,784

6,345,571 67,241,960 598,074 116.4 795.0 911.4

・国有農地等の保全管理、貸付け、売渡し及び売渡し等の対価債権の管理・保
全、開拓財産の管理・保全等

・農振法等に基づく土地利用調整及び課内の庶務全般

・ホッカイドウ競馬の開催

・課内における管理・監督事務

計

市町村に設置される農業委員会の運営や農地利用調整業務等に対する助成

農地法・農業経営基盤強化促進法等に基づく各種事務及び農業委員会の指導
事務

農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化を図るため、農業委員
会等が行う農地法等に基づく事務の適正実施や農地の有効利用を図るための
経費に対する助成

農業委員会の支援業務を行う機関として「北海道農業委員会ネットワーク機構」
の指定をしている北海道農業会議の業務に対する助成

再生可能な荒廃農地を有効活用するための取組等に対する支援

国土調査法に基づく地籍調査事業等に対する指導、助成

・試験研究に係る庁内、道総研及び関係機関・団体との調整事務

・課内の服務、研修、議会対応等の課内の庶務に関する事務全般

・農業環境対策に係る庁内、関係機関・団体との調整事務

・農業改良助長法に基づく農業改良普及業務（現地指導等）

・農業改良普及センターの車両を整備するための事務


